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第５回 まとめ・振り返り 

とりまとめを確認しよう・気候市民会議を振り返ろう 

開催レポート 

 

日時：2023 年 ７月 29 日 （土） 13:30〜17:00 

場所：多摩市役所 
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当日のプログラム 

 

第 5 回 まとめ・振り返り 

とりまとめを確認しよう・気候市民会議を振り返ろう 

 

項目 時間(分) 概 要 

開会 13：30 

(５分) 

あいさつ：多摩市長 阿部裕行、江守正多 

本日の進め方の説明 

とりまとめの共有 13：40 

(20 分) 
前回の振り返り、市民提案（素案）の共有 

市民提案の確認・

ブラッシュアップ 

14：00 

(60 分) 
グループ別意見交換：市民提案のブラッシュアップ 

15：00 

(20 分) 
全体共有 

15：20 

(30 分) 
全体議論：市民提案のとりまとめ 

16：００ 市長へ市民提案の提出・集合写真 

 16：10 休憩 (10 分) 

振り返り 16：20 

(15 分) 
チェックアウト：振り返り・共有 

来年度の予定 16：35 

(５分) 
今後の予定について 

総評 16：40 

(20 分) 
全５回の総評：江守正多、棚橋乾、山下紀明 

閉会挨拶 17：00 あいさつ：多摩市長 阿部裕行 

アンケートの記入 
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市民提案の「全体方針」へのご意見 

 
凡例 ｜ １）全体⽅針（案） ｜ ●⽅針の説明（案） ｜ ・内容へのご意⾒ ｜ ▶決まったこと 

 

１）脱炭素の実現とともに豊かな暮らしを実現しよう 

・豊かとは何か、「より豊か」、「上質」 
・⼼の豊かさを含めて実現しよう 
・「豊か」＝クオリティ⾼い、上質な 
・デポジットや税制など、インセンティブが欲しい 

●気候変動対策をすることで、みんなが笑顔になる 
・なぜ笑顔になれるのか、ワンクッション説明が必要である 
・気候変動対策は CO2 の削減だけではない。⽣活が良くなったり、健康寿命が伸びたりなど、コベネ

フィットという概念があることを伝える 
・「脱炭素」と「豊かさ」が対⽴しているのではなく、両⽴を⽬指したい 
▶消費社会の豊かさではなく、上質さを⽬指す⽅針にする 

●楽しい気持ちで、我慢せずに継続できる対策を進める 
・ポジティブにやっていくという事を⼤事にする 
 

２．みどり豊かな環境を活かそう 

●多摩市の魅⼒でもある「⼈⼯と⾃然の緑」を楽しみながら活⽤する 
・初めて⾒た⼈が「⼈⼯」とはどういう意味か？と思うのでは 
・⼈⼯のみどり＝⼈々が育てた、植林したみどりの事 
 多摩市のみどりは⾃然なのか 
 ひらがなの「みどり」作られたみどり、⽔も含めた表現 
・「開発と⾃然の協働」の⽅が良いか？ 
・「楽しみながら」は管理として⼈々が関われるという意味 
▶⾝近なみどりに⼈々が関われるというニュアンスにする 

●⼈間と動植物が共存しつつ経済が発展しているまちに 
 

  



 4 

３．協働で実施しよう 

・住⺠、企業、⾏政、教育機関など世代を超えたコミュニティによる「協働〜」に表現を加える 
・「協働」＝「ともに取り組もう」 
▶「住⺠、企業、⾏政、教育機関などで共に取り組もう」にする 

●地域コミュニティが世代を越えて、緑の保全や管理、気候変動対策を推進する 

●住⺠、企業、⾏政など様々な主体がそれぞれの役割を果たすとともに、協⼒しながら⼀緒にま
ち全体に対策を広げる 
▶主体の⼀つに「教育機関」を追加する 
 

４．みんなが誇りを持てるまちにしよう 

・この⽅針はいらないのではないか？ 
▶ブランディングとして、この⽅針は残したほうが良い 

・「みんな」とは外の⼈なのか、多摩市⺠なのか 
・「持てる」はネガティブではないか 
・すでに誇れているので周りが憧れるまちに 

「誇りを持てる」⾃らの主体性のある⾔葉。「憧れる」⼈⽬を気にしているニュアンス 
▶２つの要素を併記する 

▶「持てる」を「⾼められる」に変更する 

●気候変動対策で若い⼈に「住みたい！」と思ってもらえる多摩市に 
・外部の⼈に対してアプローチをする 
・「みんながより住みやすくなれるまちにしよう」にしては？ 
・「若い⼈」だけではないのでは？ 

●多摩市の暮らしを、クールでかっこいい新たなライフスタイルとして広げていく 
・多摩市内部の⼈に対してのアプローチをする 
・「クールでかっこいい」は客観的じゃないので取る 
・「クール」は⼤事であり、多摩市の暮らしを⾃慢できるようにしたい 
 

「５.すぐ始めるスピード感を持つ」を追加する 

・初めのステップを何から始めるかを明確に 
・そもそも今すぐ取り組まないと 30 年後は実現しない 
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総評 
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江守先⽣ 

l ファシリテーションが上⼿だった。 

l 市⻑が全５回参加している気候市⺠会議は私は初めてだった。 
これも⾮常にすごいこと。 

l 参加している市⺠の皆さんがとても素晴らしかった。今⽇久しぶりにこの会場で皆さんが議論し
ている姿を⾒させていただいて、さまざまな世代のさまざまな⽴場の、普段あまり話をしなさそう
な⽅がこうやって議論している。話の得意な⼈もいればそうでない、あんまりそうでない⼈もいる
かもしれない中でさまざまな議論をされているところが素晴らしかった。 

l 全体議論を拝⾒して熱いものを感じた。このくじ引き型のこういう会議は新しい⺠主主義の形で
あり、⺠主主義の実験であるというような⾒⽅がある。その事例がここに⼀つできたと思って本当
に参加された皆さんに感謝したい。 

l 陪審員制度をテーマにした、属性が異なる⼈が話し合う様⼦を描いた映画があるが、今⾒るとより
⾯⽩く、⾃分ごととして感じられるのではないか。 

l 今後、皆さんの提案がどのように活かされていくのかをよく⾒ていただきたい。市の権限であった
り、もしかしたら予算だったり、さまざまな事情で提案内容をそのまま実現できないことがあるか
もしれませんが、それはなぜできないのかということをちゃんと市に聞き、知ることが⼤切。 

l 研究でさまざまな他の気候市⺠会議も出させていただいて、どのような提案が出てきたかってい
うのを⼀通り眺めている。皆さんにすごく議論していただいて出てきた提案は、すごくオリジナリ
ティのあるのもあれば、他の地域とも似たり寄ったりする部分はどうしてもある。 

l それは、他でも出てきたからあまり意味がないということでは決してない。似たようなアイデアか
もしれないが、この気候市⺠会議の皆さんが議論して出てきこと⾃体にすごく意味がある。この間、
市⺠がしっかり議論して出てきましたと。いうことになれば、やっぱりその⾏政のプロセスの中で
尊重してそれが動いていくと、そういう意義を皆さんの議論は持っていると思う。 

l ですので、すごく新しいアイディアも素晴らしいし、必ずしもそうでないものもあったとしてもそ
れはそれで⾮常に素晴らしい。皆さんが議論して出てきたということ⾃体が素晴らしいと思う。 

l これをきっかけに、気候変動問題に関⼼を持ち続けてほしい。SNS でフォローする。ニュースを
チェックするなど、アンテナを⽴て続けてほしい。 

l 特に今年は暑く、世界的に注⽬を浴びているが、これから数⼗年から⾒ると、まだまだ序の⼝とい
うことに残念ながらなっていく。これから世界中でさらに深刻さを増していく問題。 

l そこぜひアンテナを向けて、そのときそのとき、⾃分は何ができるということを、⾃分の⽣活の中
でやるだけではなくて、周りの⼈と話すとか発信するとか応援するとか、ぜひこれからも皆さんの
受け取った情報をもとにして、社会を変える動きの⼀部になっていっていただきたいと思う。 

l 気候市⺠会議は⽇本でももっと広がっていくので、次に他の⾃治体で開かれる会議に活かされて
いくはず。⽇本の気候⺠主主義をさらに発展させていくことにつながる。 
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棚橋先⽣ 

l 三上直之先⽣の「気候⺠主主義」という本で紹介されているフランス
の事例がすごかった。当初は、⽇本で同じことができるのか？川崎市
や札幌市で実施されていたが、多摩市でできるのか？と思っていたが、
実際に実現することができて、とても感激した。 

l 意識の問題はとても⼤事だと思う。気候変動に対して、例えばエネルギーの問題とか、それから廃
棄物の問題に対して、技術的な解決策はかなり確⽴している。でもそれをなかなか世の中は採⽤し
ない。それはしがらみもあるでしょうし、お⾦の問題もあるでしょうしさまざま。 

l でも、「やっていこう」という意思があれば変えていける段階になってきている。それはやはり意
志の問題。なので、こういう機会を通して、少しでも多くの⽅がそういう気持ちを持っていただく
ってことが⼤事で、それが広まっていったら良いなと思いう。 

l 新聞の⼀⾯に「エコ不安」という記事が載っいた。例えば温暖化、マイクロプラスチックなど、そ
ういった環境問題を中⼼に若者の中に、このままで⼤丈夫なんだろうかっていう⼼配する、そうい
う若者が増えている。気候市⺠会議などの場を通じて、どうしたら良いかを考え、つかんでいくこ
とが⼤事だと思う。 

l 考えて知るだけではなく、アクションが求められる時代。アクションは、個⼈でできるものもあれ
ば、社会でやっていかなきゃいけないこともある。気候市⺠会議はどちらかというと、社会でアク
ションする⽅法をみんなで話ししようということだったと思うが、その両⾯・両軸で、少しでも住
みやすい地球になっていくように、より良い多摩市になっていくように、みんなで取り組めたらい
いなと思う。 

l ぜひ市⺠会議で話し合ったことを⼀つの糧にして、これからの⽣活に⽣かしていただけたらと思
う。 

 

 

⼭下先⽣ 

l 地域に合わせたアイデアがたくさん出たことが素晴らしかった。 
私達研究者は、標準的なレシピは知っているけれども、その地域に合わ
せた味付けはなかなかできないので、それを皆さんがすごく反映された
と思う。私達が思いつかないようなアイデアや、多摩市に根ざした、多摩市の特性に応じた具体的
で積極的なアイデアがたくさん出てきたと思う。 

l 良い意味で、みなさん欲張りになった。この内向きで環境主義になっちゃうと、⾃分が頑張らない
と、ってなりがちだが、この間の議論を通じてみんなでやったらこんなこともできるんじゃないか
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とか、地域の誇りを⾼めていくことだとか、インクルーシブだとか、CO2 だけじゃないところで
⽣活やまちに良い影響が出るようなことがたくさん出てきた。SDGsの課題などとも繋がってきて
いるという意味ですごく素晴らしい提案が出てきたし意⾒も活発に出ていて、すごいと思った。 

l この後も続くという考え⽅を覚えておくことが⼤事。この会議は終わったが、この後ずっと⼈⽣に
⼤事な原則とか考え⽅を覚えていただくことをお願いしたい。なぜかと⾔うと、学⽣できること社
会⼈なってできること、家を買うときにできることはいろいろ違う。なので、⻑く覚えておいてほ
しい。でもそのとき、知識だけではなく、考え⽅や、議論した経験、みんなで新しいものを作って
いく、そういうところをぜひ覚えておいていただきたい。 

l とはいえ、⺠主主義にはコストがある。⺠主主義は時間もかかるし、⼤変でだが、その分話し合っ
て学び合って、たまには意⾒も揺れながらでも、全体としてやっぱり⾼まっていくんだなと⽬の当
たりにして、すごく感激した。そういうものはまたいろんなところで皆さんの経験だったり、多摩
市の⾏政との繋がりで⽣きてくると嬉しいと思う。 

l 皆さんの意⾒を受けて、いかに反映させていくかしっかり進めていきたい。ここからの事務局と、
多摩市環境みどりと環境審議会の委員としての私の仕事がまた本格的にスタートする。皆さんの
貴重なご意⾒を市の取組の中にいかにうまく反映させていくか、私も頑張っていきたい。 
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グループワークの成果 

 

食・消費グループ 
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ごみ・資源循環 
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住まい・暮らし・健康 
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エネルギー 
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移動 
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学び・情報発信 
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イノベーション・新技術・研究 

 

 


